
 

 

 

 

 

 

 

谷川俊太郎 

～「朝のリレー」～ 
校長 森 勝義 

 気が付けばもう６月２週目が終わろうとしています。日本語学校は６月２２日が１学期最後の

授業、終了日になります。日本では「海の日」を迎え、長い夏休みになります。オーチャード校

でも５月２３日に卒業式があり、長い休みに入りました。 

現地校の卒業式では、卒業生一人ひとりがメッセージを伝えていました。親への感謝、先生方

への感謝、友人への感謝など伝えていました。 

現地校で頑張っている日本の子どもたちがこの長期休みを利用して一時帰国して、小学校や中

学校に１学期が終わるまでの数週間、体験入学する子たちが、勤務していた中学校でも毎年いま

した。休み時間になるとその子の周りに集まり、その国のことや学校のことなど質問攻めにあっ

ていました。その子たちは日本の学校が夏休みに入ると、塾の夏期講習に参加して、受験対策に

いそしんだり、スポーツの特訓で頑張る子たちがたくさんいました。 

 地球の裏側で、けなげに頑張っているそういった子たちに接するたびに、谷川俊太郎の「朝の

リレー」という詩を思い浮かべていました。この詩は今年度も中学１年生国語教科書に１ページ

目に取り上げられています。地球を運命共同体として、その国に住んでいる子どもたちがともに

意識し、人間同士が連帯感をもって生きることの大切さを教えています。今まさにこのインディ

アナ日本語学校に通っているすべての子どもたちは、自分では気が付いていないかもしれません

が、確実に国際人としての道を歩んでいます。日本にいるお友だちのことを想い、世界にいる同

年代の子たちを想い生活しています。この貴重な経験があの子たちの近い将来にとって、かけが

えのない財産になっていることは確かです。この詩、読んでみてください。 

谷川俊太郎 「朝のリレー」 

カムチャツカの若者が きりんの夢を見ているとき 

メキシコの娘は 朝もやの中でバスを待っている 

ニューヨークの少女が ほほえみながら 寝がえりをうつとき 

ローマの少年は 柱頭を染める朝陽にウインクする 

この地球で 

いつもどこかで 朝がはじまっている 

ぼくらは朝をリレーするのだ 

経度から経度へと 

そうしていわば交換で地球を守る 

眠る前のひととき 耳をすますと 

どこか遠くで目覚まし時計のベルが鳴っている 

それは あなたの送った朝を 

誰かがしっかりと受け止めた証拠なのだ 

谷川俊太郎 「谷川俊太郎詩集 続」思潮社より 

保護者の皆様、日本語学校の教職員とともに日本の宝、地球の宝を見守っていきましょう。 
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「わたしの春休み」                        4年 1 組 音琴梨花 

わたしは、春休みに友だちといっしょに大きな家をかりてそこで一泊二日のおとまりをしました。

みんなで行く前に、一緒に野球を見に行きました。そこでは、カブス対ドジャーズの試合があり、

四対一でドジャースが勝ちました。 

そのあと大きな家でエッグハントをしました。みんなで自分の家に帰る前に夜ごはんを食べに

一緒にモーモファームというところにあるお肉屋さんで夜ご飯を食べて帰りました。とても楽し

かったです。 
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